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1.は じ め に

木材を原料とするパルプの製造方法は,ほ とんど薬液

巻使用しない砕木法(グ ラウンドパルプ,GP)か ら,半

化学法(セ ミヶ ミカルパルプ,SCP),ソ ーダ法(ア ル

カリパルプ,AP),亜 硫酸法(サ ルファイ トパル プ,

SP),硫 酸塩法(ク ラフトパルプ,KP)な ど種々の方法

がある.中 でも化学処理により繊維質を単離 し,他 を廃

棄するパルプ製造方法においては,そ の廃液がしば しば

河川や沿海に流出し,公 害問題の対象としてとり上げら

れ,事 実,種 々公害の発生が報ぜ られている例も幾多知

られている.こ れらパルプ事業においては,原 料木材の

50%以 上がいたずらに廃液 として廃棄されている とい

うことは
,原 料資源の点から見ても軽視しがたいもので

あ る.す なわち,河 川 ・土地の利用度が逐次高度化しつ

つある現在,公 害対策も本格的に取 り組まなければなら

ない時であ り,こ の時期にパルプ廃液の問題を,い ま一

度考えてみたい.

さて,こ の各種パルプ製造方法のあるうちで,と くに

工場規模も大 きく,か つその工場当 りの生産量が多いの

は,亜 硫酸パルプとクラフトパルプである.ク ラフ ト法

は,そ の木材に対する繊維素歩留 りが亜硫酸法に比 して

高 いこと,お よび原料木材の材種を広 く使用できること

など,木 材資源の高騰 している現在とくに重視され,そ

の生産量 も逐年増加 し,亜 硫酸法を しのいでいる.し か

し,そ の蒸解廃液は薬液回収の目的か ら放流することな

く濃縮燃焼により回収する,す なわちリグニンを灰化し,

化学薬品を回収するとい う方法がとられている.そ のた

め,そ の工場排水はさして問題とするに当た らない.一

方,亜 硫酸法は,生 産量が漸減 しているとはいえ,溶 解

用 パルプすなわち人絹スフ用として依然確固たる需要に

支えられ,そ の生産量は年間80万 トンといわれている.

SWLを 原料とする酵母製造工場

この亜硫酸法における廃液は,在 来,廃 液成分中硫黄の

回収は経済的に考えられず,糖 分 ・リグニンはほとんど

がかえ り見 られることなく放流されていた.こ のパルプ

廃液として放流される成分は,そ の製品パルプに対 しど

のような比率になるか,そ の一例を示せば 図1(1)の ごと

くなる.こ の図でわか るごと く,DSPす なわち亜硫酸

法による溶解パルプは,そ の排水中に溶出す る木材成分

量が断然他より多く,製 品パルプのほとんど2倍 に近い

成分を排水中に排出していることがわかる.し かし,こ

れ らは近年ようや く糖分はアルコールあるいは酵母原料

として回収され,ま た リグニンも逐次回収利用の方向に

向かいつつあることは喜ばしいことである.こ の亜硫酸

法は,今 でこそクラフ ト法の後塵を拝す るごとき位置に

甘ん じているけれども,い つまでも木材資源の半分を使

って足れ りとするような時代がつづくわけのものでなく,

必ずや近い将来,糖 分 ・リグニンの本格的利用が確立さ

れ,む しろこの糖分 ・リグニンの完全な回収利用が可能

な亜硫酸法が,そ の回収に不利なクラフト法より優位に

立ち うる可能性も考え られるわけである.

図1 パ ルプ100ト ン を製造 する際に排水

中に溶出する木材成分量(単 位 トン)

Vol. 7, No. 6 337



以上述べたごとく,各 種パルプ廃液の中で,公 害防止

の面よ りその処理法が問題とな り,ま た経済的にも,最

もその利用開発が急がれているのは,亜 硫酸パルプの廃

液である.こ のような観点から,筆 者が長年たず さわっ

てきた亜硫酸パルプ廃液の処理について,そ の問題点を

とり上げ,二,三 述べてみたい.

2.亜 硫酸パルプ廃液について

亜硫酸パル プ廃液(Sulphite Wast Liquor,以 下

SWLと 略称す)は,亜 硫酸によるパルプ製造,す なわ

ちチップ化した木材を酸性亜硫酸薬液(わ が国において

はカルシウムベ ース)で 加圧下に加熱蒸煮(約10～12

時間,140℃)し,木 材成分中の非繊維素部分(主 と し

て リグニン,糖 分など)を 溶出し,繊 維素分を比較的純

粋な状態にて分離採取 して亜硫酸パルプとする場合,蒸

解釜より排出される黒褐色の溶液である.そ の排出量は,

材種および製品パルプの品種によ り一定 しない.廃 液組

成の一例を示せば表1(2)の ごとくである.広 葉樹で溶解

用パルプ(DSP)を 製造する場合,溶 解用パルプ1ト ン

当 りパルプ廃液の総固型分は約1.03ト ンである.し た

がって表に示すごとく,い ま仮に総固型分 約13%の 濃

度でSWLを 採液したとすれば,そ の製品パルプ1ト

ン当りの排液量は約8ト ンとなる.一 般に,DSP製 造

の場合の使用水量は,製 品パルプ1ト ン当 り400ト ン

内外である.す なわち,8ト ンの蒸解廃液は400ト ンに

表1 亜硫酸パルプ廃液の一般成分 希釈されて工場

外に排出される.

結局,約50倍

に希釈されて河

川に放流 されて

いるわけである.

このSWLは,

表1に 示す成分

に見 られるごと

く,水 俣病にお

ける有機水銀,

あるいは 「いた

いいたい病」に

おけるカドミゥ

ムのごとき致命

的な有毒物質を

含有しているわ

けではないが,

一般的に広 く河

川の汚濁源として論議の対象となっている.こ のことは,

全国各地に工場が散在して河川海域に放流されているた

め,所 在水域あるいは海域において広い幅の階層に常に

議論の対象とされ,各 種各様の見方をされてきたことに

起因するものと考えられる.も ちろん,外 見的にもリグ

ニンなどの着色発泡性など,一 見汚濁源として評価され

る所以である.

さて,SWLが 河川や海域に放流された場合に,そ れ

らの汚濁源 として見 られる点について,ま ず酸度の問

題があげられる.蒸 解廃液は亜硫酸によ り当然高い酸度

を示すけれども,工 場排水全般 として見れば,精 選 ・晒

工程における排水が量的に多く,ま たこれが弱いアルカ

リ性を示すので,混 合排水となった場合それほど問題と

はならないようである.ま して蒸解廃液を発酵原料とし

て使用する場合は,当 然発酵前に中和処理が伴 うので,

ほ とんど問題は解消するわけである.次 にBODの 問題

である.こ れはSWLの 量 も大きな汚濁要素の1つ であ

って,蒸 解廃液のBODは 一般に20,000～30,000ppm

を示す.こ れが前述の ごと く放流される場合,60倍 に

希釈されたとしても300～500ppmと な り,一 般に示さ

れる放流基準の100ppm以 下 にほど遠いことに なる.

これは,何 とかSWL中 のBOD源 である糖分を資源化

することにより,合 理的なBODの 低下をはか らなけれ

ば,砕 石濾床法に しても,活 性汚泥法にしても,多 大な

施設費とその運転経費を要することとなる.

そ の次に考えられるのはCODで あ ろう.と くにSWL

が河 川に放流 され る場合,そ の放流 口の下流に上水道

があるようなときは,水 道法によりCODが 強 く規制ざ

れているので,こ れの低下は絶対必要となる.こ のCOD

は,ほ とんどリグニンの溶存により発生 していると見て

よい.す なわち,糖 分を除去 したSWLに おいても,依

然高いCODを 示すものである.ま た,SWLに 溶存す

る固型分中最も多いのは リグニンであるが(表1),こ の

ように多いリグニンを何とか回収利用することは,資 源

的に見ても大きな問題で,経 済的に見ても亜硫酸法の将

来を大きく左右する問題であろう.リ グニンの有効な回

収利用方法が確立されるならば,亜 硫酸法によるパルプ

製造はいま一度見直される時が くるであち うし,SWL

の汚濁要素である着 色発泡性の問題も,一 挙に解決 され

るわけである.

もしも亜硫酸法によるパルプ製造が,こ の廃液の問題

を 軽視し,こ のままの状態を続けるな らば,廃 液放流の

問題からも,経 済的な問題からも,早 晩その命脈はつぎ

果 てざるをえないと考えられる.し かし,逆 に糖分によ
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る発酵生産物の合理的運営あるいはその高度利用により,

また リグニンの回収資源化により積極的に経済上の有利

性を確立す るならば,木 材資源を最も有効に利用 しうる

パルプ製造法として,一 躍優位に立ち うるはずである.

3.SWL中 の糖分の利用について

SWL中 の糖分の含有量あるいはその組成は,使 用す

る原木の種類または製造するパルプの種類によ り若干の

相違があ る.一 般的に広葉樹はpentoseが 多 く,逆 に

針葉樹はhexoseが 多い.こ の糖分の利用については,

発酵の炭素源として利用する以外にとくに注目すべき方

法は見当たらない.さ て,SWLを 発酵に使用する場合,

SWLの 種類により微生物の繁殖しやすい もの としにく

い ものがある .そ れは主としてその使用原木の差により

生ずるSWL中 の微量成分の差異が,そ の発酵の難易の

差を生ぜ しめているのである.筆 者の経験によれば,マ

ツ・ブナ ・トチ ・カツラ ・シラカバ ・カエデなどは発酵

しやすい部類に属し,ク リ・ナラ・クル ミなどは発酵し

にくい部類に属するものと見ている.

SWLの 糖分の利用として,わ が国では最初大岩 ら(2)

に よ り,樺 太においてアルコール製造が行なわれた.戦

後パルプ生産が樺太よ り本州に移行したことにより,そ

の原料木材 も針葉樹か ら逐次広葉樹の多い内地材に変わ

った.ま た,河 川汚濁防止もやかましく取 り上げられる

ようになった.そ こで,hexoseの みの利用に留まるア

ル コールか ら,hexoseお よびpentoseの 両者が利用し

うる酵母の製造に移行していったのは当然の成 り行きで

あろう.こ の酵母の製造は,ド イツおよびアメリカにつ

いで昭和32年 わが国で初めて東洋紡績犬山工場で企業

化され,以 来興国人絹パルプ佐伯工場 ・東北パルプ秋田

工場(現 在 十条製紙)・ 山陽パルプ江津工場が相ついで

企業化にふみきったものである.こ のような糖資源の活

SWLを 原料とする発酵槽上部

用 という面で見れば,ア ルコール製造に比し大変有利な

面の多い酵母製造が,そ の企業化の面においてアルコー

ル製造に比 して大変お くれたのは,1つ には戦前の使用

原木が北洋材すなわち針葉樹であ り,含有糖分がhexose

に富んでいたこと,ま た他の1つ はSWLの 発泡性に対

し,好 気性発酵である酵母製造が,い ろいろその開発過

程で困難に逢着 したであろうことは,容 易に想像しうる

のである.

終 戦後の日本の状況は ドイツによく似たところが多 く

見受けられた.す なわち,国 内蛋白食餌の生産は低 く,

蛋 白食飼料の輸入額は年々膨大 なものであった.ま た,

パ ルプ材 も針葉樹から広葉樹へ転換 し,SWLの 糖組成

もhexoseか らpentoseに 移 らざるをえなかった.か

くして,王 子製紙苫小牧工場,国 策パルプ旭川工場,山

陽パルプ岩国工場 と逐次拡大 されたアルコール製造工場

は,逆 にその生産量を減少または運転中止の止むなきに

至 り,現 在山陽パルプ岩国のみの操業にとどまっている.

一 方
,東 洋紡績犬山工場に始まった酵母製造は,先 に述

べたように引ぎ続いて興国人絹パルプ佐伯工場,東 北パ

ルプ秋田工場(十 条製紙),山 陽 パ ル プ江津工場と拡大

され現在に至っている.な お昨年,犬 山工場が操業を中

止したのはパルプ事業の中止に伴 うもので,酵 母関係の

生産設備はそのまま秋田工場に引きつがれ,生 産はさら

に と昇を示 している.こ のようなアルコールか ら酵母へ

の転換は,単 にSWLの 中の糖分組成の変化,す なわち

針葉樹から広葉樹へのパルプ材の変遷のみによったとは

考えられない.産 業的に見ても,ア ルコール業界におい

ては,そ の大きな需要面であった工業用アルコールの分

野が,逐 年石油化学の生産物により代替えされていった.

そ の結果,絶 対需要量が減少していくのに反 し,酵 母の

ほ うはその蛋白資源としての需要面が しだいに認識され

るようにな り,石 油からです ら蛋白を製造しようとす る

時代に突入するや,い ま一度 このSWL酵 母が見直 され

る時期に逢着しているのである.

従来,蛋 白質は高等動物あるいは高等植物にその資源

を仰いでいた.し かし,こ れらはいずれも広大な牧野あ

るいは耕地を必要とするもので,最 近の統計によれば世

界人 口の伸びは著しく,牧 野 ・耕 地はとてもこれについ

て行けないことがしだいに明瞭になってきた.そ こで,

新 しく蛋白質の工業生産が世の注 目を集めることとなり,

酵母や バ クテ リアの蛋白質が,単 細胞蛋白質(single

cell protein)と して論議の的となりつつあるわ けであ

る.さ て,こ こで考えなくてはならないのは,酵 母原料

としての石油とSWLで あ る.石 油といって.も,一 般に
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ｎ-paraffinを 指すのであるが,こ の"n-paraffinは 石油

工業から副生されるものであ り,現 在40円/kgく らい

の価格であるが,将 来酵母原料として使用するためには,

30円/kg以 下にならなければ,酵 母が他の蛋白源との比

較から使いにくいとされている.こ の炭素源としての価

値をSWLに 当てはめてみた場合,SWLの 糖分は表1

にも示すとお り約4%,そ の半分が酵母となるとして約

2%の 有効炭素源と見るならば,1m3のSWLの 中の有

効炭素源は20kgで,前 述の30円/kgを 当てはめれば

600円/m3SWLと なるわけである.い ま,DSPパ ル プ

1ト ン当た り8m3のSFLが 出 るとすれば,そ の価格

評価は炭素源のみから見ても600円 ×8=4,800円 とな

り,軽 視しにくい評価額を示すものといえよう.

以上述べたのは,SWL中 の糖分を酵母へ転換利用 し,

そ の酵母は蛋白源として利用するとの立場からの評価を

したのであるが,酵 母の価値は決して蛋白源 としてのも

ののみではない.そ の豊富に有する核酸をはじめとし,

酵 母の含有する物質は酵素群あるいは補酵素群 ・ビタミ

ン群など誠に幅広いものがある.酵 母の多岐にわたる発

酵生産物の生成 も,こ れ ら酵素群の活動によるものであ

る.た とえば,ブ ドウ糖をアルコールと炭酸ガスにする

zymase,あ るい は蔗 糖 を ブ ドウ糖 と果 糖 とす るsaccha-

rase,ま た リボ核 酸 を 分解 す るribo-nuclease,蛋 白質

を 分解 す るprotease,尿 酸 を 分 解 す るuricaseな ど30

種類 を 上 回 る数 多 くの ものが 確 認 され て い る.補 酵 素 に

つ い て は,Co-enzymeI・II,お よびCo-enzyme A,

お よびQ,な どが 酵 母 中 に 存 在 す る ことが 知 られ て い る.

ま た,同 じ く ビタ ミンにつ い て は,B1・B2・B6・B12お

よ び ニ コチ ン酸 ・パ ン トテ ン酸 ・葉 酸 な どが 知 られ て い

る.こ れ ら核 酸 ・酵 素 ・補 酵 素 ・ビ タ ミン な どは,い ず

れ も一般新陳代謝に関与しているものであ り,逆 にこれ

らを利用 して動物新陳代謝の異常なり欠陥なりを補正し

うることも考えられるわけで,殺 菌を主体とする在来の

薬剤に対し,本 質的な生命現象に積極的に関与する新し

い薬剤への利用が考えられるのではなかろうか.す なわ

ち,核 酸について見れば,在 来の5'-nucleotideと して

の化学調味料への利用以外に,核 酸あるいはその誘導体

の薬剤への利用が種々考えられている.た とえば,老 化

防止に対する核酸の効果,あ るいはFe・Mgな どの ミ

ネラル,あ るいはビタ ミンなどとの結合による誘導体の

薬剤としての利用など広 く研究され実用に供されている

ものが多い.福 本ら(3)によれば,酵 母中のsaccharase

は界面活性剤の利用により,従 来の自己消化法よりはる

かに能率的に,ま た比較的高純度に抽出しうるとされて

いる.こ のように酵母saccharaseが 工業的に抽出可能

であるならば,そ の利用面は最近 クローズアップされて

いることとて,企 業性は高 く評価 しうるであろう.酵 母

中のCo-enzymeQは,細 胞における呼吸系にたずさわ

る物質 とされ将来を注目され てい る.ま た,酵 母中の

glutathionに つ いては,筆 者ら(4)は 酵母からの抽出に

ついて工業的に有利な方法を見いだ し企業化の可能性を

示 した.こ のglutathionは,解 毒 ・アレルギー・肝臓

疾患の予防 ・治療,そ の他放射線障害の予防などに注 目

されている.

以上述べたごとく,酵 母の経済的価値は単に蛋白源と

しての評価のみならず,酵 母の含有する蛋白質以外の成

分の有効利用により,さ らに高く評価しうるものである.

もちろん,蛋 白源として これを考える場合も,酵 母菌体

のままこれを蛋白源とすれば,せ いぜい飼料として利用

されるにすぎないので,動 物体を通じての食料として考

えた場合,そ の回収量はわずか1/10く らいに低下せざ

るをえない.こ れを何とか100%蛋 白源 として生かす

ためには,酵 母菌体より蛋白を抽出分離精製 して,直 接

食料となるごとく加工する必要があろう.こ のように考

えて くるな らば,SWLよ り得られた酵母は食料あるい

は薬品の粗原料であ り,酵 母を原料とする一連の加工が

考えられる.こ のことにより,酵 母の経済価値 も飼料 と

しての位置より脱皮し,工 業原料として高く評価される

に至るであろ う.

4.SWL中 の リグニンの利用について

SWL中 で最も含有量の多いのは リグニンである.こ

の糖分より含有量の多い リグニンスルホン酸をどうする

か,と い うことがSWL処 理 の大 きな問題である.リ グ

ニンに関する利用研究は,相 当古くから世界各国におい

てとり上げられてきた.わ が国においてもリグニン討論

会が催 され,相 互研究の連絡開発が行なわれてきた.し

か し,こ れ ら世界中の研究者の努力にもかかわ らず,リ

グニンを本格的に資源化するような理想的な方法は容易

に見いだされないのが現状である.し かし,一 方,廃 液

処理の観点より見れば,経 済的に成 り立つような資源化

を考える前に,ま ずこれを消極的な意味において,少 な

くとも工場排水中に出さたないことを主眼として,そ の処

理法を考えなければならないであろう.近 年,河 川にお

ける水質の規制がBODよ りむしろCODに 移行 しつつ

ある現況においては,糖 類よりむしろリグニン含有量が

その排水水質を左右することは,そ の含有量 よりして当

然のことで,リ グニンの回収利用を真剣に考えなければ

340 化 学 と 生 物



な らない しだいである.リ グニンの最も簡単な除去法と

しては,SWLを そ のまま濃縮し,こ れを燃焼すること

である.し かし,こ の燃焼処理については前にも述べた

ごとく,SWL灰 分 よ り何か回収利用するものがなけれ

ば,経 済的に負担が多 く実施困難である.し たがって,

何 とかSWLの 濃縮物をうまく利用することを考えなけ

取ばならないわけである.こ のためには,SWL濃 縮を

安価に行なう必要が出て くる.SWLの 濃縮は,そ れが

Ｃaベ ースであるときは ,と くにその濃縮時にCaに よ

るスケールの発生がおこり,こ のため,そ の防止に種々

の考案がなされている.た とえば,Rosenblads Patenter

社 型蒸発装置,あ るいはRamen Patenter社 型蒸発装

置などは,そ のために考案されたものである.筆 者もこ

の 目的のため英国のAPV型 蒸発装置を使用したことが

あるが,い ずれの型式も加熱面の洗浄が容易で,ス ケー

ル除去が簡単にできるように工夫されたものである.

SWLの 濃縮物の利用については,そ の用途によりそ

れぞれ製品の性状が分かれている.す なわち,単 に固型

分 を50%に 濃縮したもの,こ れの糖分を15%以 下に

減少 させたもの,あ るいは完全に糖分を除去したもの,

ベ ース置換によりNaベ ースとしたもの,ま たMgベ

ー スとしたもの,あ るいはそれらを乾燥粉末として仕上

げたものなど,数 多くの種類に分かれている.一 般に,

リグニンスルホン酸は界面活性剤としての性質をもつと

されている.す なわち,SWFL濃 縮物はセメン ト分散剤

としての効果が認められ,さ らにコンクリー ト強度が上

昇 するといわれている.ま たこの場合,粘 着性も同時に

向上 して,鉄 骨などの補強材との付着力も増加するとさ

れ ている.一 般に油田において油井を掘削する場合,そ

の粘度 ・ゲルス トレングス降下剤として高価なタンニン

剤などが使用されるが,そ れに代わるものとして,こ の

SWL濃 縮物が利用 され実用化 されてい る.同 じく皮な

め し剤として使用されるタンニンに代わ り,リ グニンス

ルホン酸が皮の蛋白質であるコラーゲンと不可逆的に結

合する性質を利用して,こ の目的に使用可能 とされてい

る.ま た,リ グニンの粘結性を利用して,鋳 型利用のバ

インダーとして,ま た粉鉱の精錬の際の団鉱剤として役

だてることができる.こ のように,SWLの 濃縮物また

はその乾燥物は,各 方面にその用途が開発され,そ の需

要開拓も進められつつあるが,SWL固 型分の利用はあ

くまで濃縮燃焼するよりは若干経済的であるという程度

で,SWLの 資源化は,量 的にも,ま たその経済性にお

い ても,亜 硫酸法によるパルプ製造法が大 きく有利に転

換 しうるようなものではない.あ くまでも消極的な廃液

処理の観点 よ り,SWL成 分を少しでも工場排水中に出

さない工夫の域を出ないものである.

野 口研究所の大島ら(5)は,リ グニンを,い ったん簡単

な化合物にまで分解した うえで,こ れを化学工業および

食品工業の原料とする目的で研究を進めた.す なわち,

リグニンの水素添加あるいは酸化分解によって,付 加価

値の大きい製品を生み出すべ く努力を続けた.そ の結果,

高圧水素添加により,フ ェノール類を主な収得物として

得ることに成功し,そ の経済性も確立しえたとしている.

す なわち,過 去の リグニン液化の目標 が,単 に液体燃料

とするだけにとどまっていたのに比べ,リ グニン乾燥物

に対しモノフェノール類36%,カ テ コール類12%を

得 ることにより,そ の付加価値の向上を期待しうるとし

ている.い ずれにしても,こ のような研究の結果,リ グ

ニンが高度な経済性をもって,工 業原料として供給しう

るようになるならば,木 材の完全利用,す なわち廃棄物

の資源化による合理化が完成され,い ままで木材成分中

繊維のみにかかっていた原木費も,繊 維 ・糖 ・リグニン

に分散付加されることとな り,亜 硫酸法によるパルプ製

造も新しく見直 される時期のくることが期待できる.

5.む す び

亜硫酸パルプ製造法は,現 在パルプ製造法としては斜

陽に属するとされている.し かし,い まこれをパルプ廃

液処理の観点より見れば,ク ラフト法においては,そ の

廃液からソーダを回収するためにそれを濃縮燃焼するの

で,廃 液の問題は比較的少ないとされている.し かし,

それはあくまでも消極的に廃液が少ないとい うだけのこ

とであって,木 材資源の2/3を しめるリグニン・糖分な

どの成分を,す べてソーダ回収の名のもとに燃焼するこ

とにほかならない.亜 硫酸法は,そ の廃液を燃焼しても

なん ら回収すべき灰化成分はないために,単 に燃焼処理

のみにたよることは,前 項中に述べたごとく経済的に負

担となり,こ こに深刻な廃液処理問題が存在するわけで

ある.し かし,そ の廃液成分中,リ グニン ・糖のしめる

資源的意味は,木 材成分中繊維の約2倍 にもなる大きな

量であ り,こ の利用が可能となれば,あ るいは亜硫酸法

がクラフ ト法より優位に立つ時がくるのではなかろ うか,

と考えるしだいである.も ちろん,ク ラフ ト法において

もリグニンの回収利用はできるけれども,そ のためには

ソーダの回収を犠牲にしなければならないこととなる.

また糖分に至っては,ク ラフ ト法では ソーダ蒸煮のため

に蒸解中にすべての糖分が分解され,あ た ら資源は消失

してしまうわけである.こ のように,亜 硫酸法は糖分の
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回収利用に利点はあるが,し かし何といってもリグニン

の利用こそが将来の本命であろう.す なわち,SWL固

型 分中の リグニンスルホン酸塩は約60%を しめ,糖 類

は約25%で あ る.わ が国の亜硫酸法パルプの生産高は

年間 約80万 トンである.SWLの 量 を8m3/tと し,そ

の中の リグニンスルホン酸の量を60g/l,ま た糖分の量

を25g/lと す れば,そ のおのおのの量はリグニン38万

トン,糖 分16万 トンという膨大な量となる.こ のうち,

糖分は最近に至 りようや く発酵原料として回収される方

向に向かい,実 績が逐年向上しつつあることは喜ぶべき

ことであるが,リ グニンはなかなかその利用が本格化さ

れ るに至 らない.も ちろん一部のものはそれぞれ商品化

されつつあ り,ま た燃焼されているものもあるが,本 格

的に資源化されているとはいいにくい現状である.こ の

ことは,亜 硫酸法が,い ままでこめような多量の資源を

廃液 として廃棄しても,経 済的に成 り立ったところに,

廃液利用の非常におくれた原因がある.最 近に至 り,そ

の廃液の経済性をあま り究明することなく,い たず らに

亜硫酸法の経済性の悪化が問題にされ,そ の存立が論議

されているのは残念に思われる.先 年,よ うやく工業化

の陽の目を見たかにみえた木材糖化工業が,数 年ならず

して経済性の理由をもって中止の止むなきに至ったのも,

この リグニンの経済的な資源化がうまくいかなかったこ

とに起因するのではなかろ うかと考えている.

在来,リ グニンを水素添加によりフェノールとして利

用しようとする研究は世界各国でなされ,あ る程度の成

果が収められてきたが,こ れらは一般の木粉の水素添加

など木糖の リグニンについてであ り,SWLか らのリグ

ニンは硫黄を含むためにその使用触媒 も制限される結果

とな り,水 添の対象とは簡単にな りにくいようである.

また,リ グニンはベンゼン環の強固な結合体から成って

いて,こ の開環はなかなか至難である.も っとも,微 生

物の世界に木材白腐菌のあるごとく,リ グニンをC源 と

して生育する菌株もある.し かし,リ グニンをC源 とす

る場合,そ の発酵時間が幾日もかか り,と ても工業的に

利用 しうるようなものではない.こ れは,リ グニンをそ

のままC源 の対象としたためで,な んらかの方法で化学

的にリグニンのベンゼン結合を開環し,微 生物のC源 と

するならば,そ の発酵時間の短縮が可能となるようなか

たちにもって行けないものかと考えるしだいである.
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